予算要求資料
平成27年度当初予算　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費　　　
	事業名　　  清流の国ぎふ・農畜水産物ナンバー１
プロジェクト事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　農政部　農政課　農業研究推進係　電話番号：058-272-1111（内2804）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail　：c11411@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　        　　　　44,910千円（前年度予算額：49,000千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	49,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	49,000

	要求額
	44,910
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	44,910

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　岐阜県の農畜水産物を全国のトップブランドに押し上げるためには、岐阜　

　　県の農業の強みをより強化し、生産量や品質、知名度を向上させることが必
　　要である。本事業では、農畜水産物の中でも、「トマト」、「飛騨牛」、「鮎」
　　について、県研究機関と生産組合等が連携し、全国ナンバー１ブランドの構
　　築を目指す。
（２）事業内容

　　岐阜県農業の強みを活かすことができる３品目（トマト、飛騨牛、鮎）について、現状の問題点を解決すると共に、以下の各プロジェクトにて生産性の強化、品質の向上技術を確立する。

　【トマトプロジェクト】

　　○岐阜県発のオリジナルトマト栽培システムを発展させた革新的（安い、簡

　　　単に獲れる）技術による生産量の倍増

　
・夏秋トマトの革新的20t取り（現状8t）多収穫栽培システムの開発


・冬春トマトのポット耕栽培システムの高度化による50t取り(現状18t)

　の実現、他
　【飛騨牛プロジェクト】

　○肉質評価技術の確立と飛騨牛らしさ追求による品質向上

・画像解析処理を用いた牛肉色評価法の開発と肉色制御技術の確立
　　
・牛肉のアミノ酸含量が美味しさに及ぼす影響の解明、他

　【鮎プロジェクト】

　○岐阜県先進技術（遡上予測、子持ち鮎生産）活用による河川漁獲量及び養
　　殖生産量の増大

・人工種苗の効率的放流技術の開発

　
・冷水病に強い子持ち鮎養殖生産用種苗の開発　他
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	6,478
	試験・研究を補助する雇用賃金

	旅費
	1,617
	試験・研究に関わる現地調査、研究会、学会等への移動経費

	需用費
	11,801
	調査研究のための消耗品費、光熱水費等

	役務費
	162
	通信運搬費等

	委託料
	2,142
	試験用鮎採捕調査委託料等

	備品購入費
	22,523
	調査研究のための備品購入費

	その他
	187
	原材料費（種子、苗）等

	合計
	44,910
	任意：31,272　単建：13,638


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ

　　「岐阜県長期構想」の政策方向性に基づき策定された、「ぎふ農業・農村基本計画」（H23～27）にある各種施策の推進を研究開発からサポートするため、各研究所の基本方向である①安心・安全な農産物の確保、②産地づくり・ブランドづくりとブランド力の向上、③農商工連携の推進と地域特産農産物の開発、④遊休農地や鳥獣害対策等行政ニーズへの対応、⑤研究成果のＰＲと技術支援の５つの柱に基づき研究開発・地域支援を推進する。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたのか

　岐阜県農業の強みと県研究機関が持つシーズを組み合わせ、生産組合等と連携し、平成28年度までに生産量及び品質の向上技術の確立を図り、平成30年度までに全国ナンバー1ブランドを構築する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	技術移転の推進

※関連企業への技術移転
	－
	－
（H23）
	－
（H24）
	－
（H25）
	1６件

（H30）
	－



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
　・トマトプロジェクトでは、多収穫栽培技術や、生理障害、病害対策技術

　　を検討している他、取組内容について現地巡回指導や関係機関を通し随

　　時情報発信を実施した。
　・飛騨牛プロジェクトでは、牛肉の美味しさとアミノ酸含量との関係につ
　　いて検討している他、品質の高い肉牛を効率的に育種できるよう、遺伝

　　的能力の把握等について、県内農場と連携し実施した。
　・鮎プロジェクトでは、遡上時期と漁獲の関係性や、冷水病に耐性をもつ
　　系統を選抜している他、岐阜大学と連携し、漁獲後の鮮度保持技術につ

　　いて検討した。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

・プロジェクト毎に4～5年後の実用化に向けた研究を生産者及び関係機関と連携し実施していることで、早期普及が見込まれる。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	国は成長産業戦略の一つである「攻めの農林水産業」にて農業所
得及び輸出の倍増計画を打ち出している。岐阜県でも「ぎふ農業・農村基本計画」にて「強い農業」の確立を目指しており、本事業ではこれらの実現に大きく貢献しており、必要性が高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
　 ○

	平成26年度から5ヶ年計画で実施する事業であり、事業終了ま
でに16個の革新的技術を実用化することを見込んでいる。プロジェクト毎に生産者等への収益性を考慮し、且つ実用化を見越した研究を進めていることから本事業の有効性は高い。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
   ○


	試験計画や進捗状況、研究成果について、検討を図ると共に、
必要に応じ、関係機関（生産者団体、大学等）と連携を図ることで、技術確立の効率化に努めている。



（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
新しく開発する革新的な技術を現在の栽培体系や生産体制にスムーズに取り込んで頂くため、普及機関と連携し、技術のPRや啓蒙を進める必要がある。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　これまでに実施した調査研究で得られた知見をもとに、各研究課題で目標としている技術開発を推進し、岐阜県農業の強みを活かすことができる３品目（トマト、飛騨牛、鮎）の生産性、ブランド化向上に取組む。


